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科学研究作品展の事前相談 

令和５年７月 31 日(月)・８月

１日(火)、児童生徒の探究意欲を

高め、科学的に探究する方法や態

度を養うために、大学教授等によ

るオンライン相談が行われまし

た。以下は事後アンケートの一部

です。 

・難しいテーマであることが分か

りましたが、たとえ目標としてい

たことが分からなくても、研究と

いうもののやり方がよく分かり、

参考になりました。 

科学の甲子園ジュニア茨城県大会 

令和５年８月 25 日(金)、県内

代表 30 チームが集まり、県大会

が行われました。管内から、行方

市立玉造中学校、鉾田市立鉾田

北中学校が参加しました。実技

競技では、ホバークラフトを作

成し、決められた位置に止める

ことを競いました。 

 

算数・数学  県作成教材 

 算数・数学科の基礎的・基本的

な知識及び技能の確実な定着を

図るとともに、数学的に考える

資質・能力の育成を図るため、家

庭学習等で活用できるフォロー

アップ問題を配信しています。 

問題は、下記 URL の茨城県教

育委員会のホームページ「いば

らきオンラインスタディ」から

ダウンロードできます。 

https://sites.google.com/view/ibastudye/ 

 

                                          

   

 

 

 

鹿行教育事務所管内コミュニティ・スクール研修会 8月 30日（水）に実施 

 

 

 

 

 

「コミュニティ・スクールとはどんな制度か？」「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の違いは？」

等、ご講演をいただきました。参加された皆さんからは、「これまでのコミュニティ・スクールに関するモヤ 

モヤが解消して、来てよかったと思える研修会だった。」「今、進んでいる方向で間違いがないと確信できた。」 

等の声が寄せられました。【第一部：講演】の様子は、教職員を対象として 9 月 6 日～30 日の間、下記で公 

開していますので校内研修等でご活用ください。  

〈教育情報ネットワーク→文書共有→鹿行教育事務所→令和 5 年度鹿行教育事務所管内コミュニティ・スクール研修会〉  

【第二部：情報共有・協議】では、「他市の取組が大変参考になった。」「導入にあたって、今後どんな準備 

をしたらいいか見通しが持てた。」等の声が多く聞かれました。この研修を今後のコミュニティ・スクール推進 

の一助としていただけますようよろしくお願いいたします。 

 

ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト

の
一
例 

   

【講演】文科省国立教育政策研究所

総括研究官 志々田まなみ氏 

『正しく学ぶ これからのコミュニティ・スクール』  

100 分にわたる熱のこもった講演 

【約 140 名の参加者による情報共有・協議】

「地域とともにある学校とは」 
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